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【目的】ヨードメチルエステル類から発生させたアシロキシメチルラジカルのイ

ミンへの付加反応をすでに報告した 1)。今回、イミンへのラジカル付加反応によっ

て生じるアミニルラジカルが活性化学種であることに着目し、連続的 C(sp3)-H 修

飾反応へ展開した。 

【結果】シクロペンタン環、シクロヘキサン環を持つイミン 1a もしくは 1b とピ

バル酸ヨードメチル 2 のジクロロメタン溶液にトリエチルホウ素を加え 6時間反

応させると、イミンがアシロキシメチル化されるとともにシクロアルカン環上の

炭素がヨウ素化された 3a, 3b がそれぞれ 75%、65%収率で得られた。 
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